
基地跡地の利用計画について、今年度、学識経験者をはじめ、市議会の代表者および国、県、

市の関係者による朝霞市基地跡地整備計画策定委員会を設置し、８回にわたり検討を重ねてき

た結果、去る１２月１１日�に、策定委員会の大村委員長（筑波大学教授）より、朝霞市基地跡地
整備計画書が市長に提出されました。

これを受け市では、この整備計画書を市民の皆さんにお知らせするとともに、ご意見をお聞

きすることとしましたのでご案内します。

＊＊基基地地跡跡地地整整備備計計画画にに基基づづいいたた全全体体のの
イイメメーージジ図図でで、、実実際際ととはは異異ななりりまますす。。
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■整備イメージ図
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③複合公共施設用地…市内にある周辺
公共施設の更新時期などを検討し、新
たな施設整備が必要となった段階で、
国・県・市の施設の移転、集約による
施設の複合化による効率的な施設整備
を目指します。

④みどりの拠点ゾーン…基地跡地中心
部約９．６haと図書館北側約１．７haを公
園と位置づけるとともに、既存の公園
や図書館等を含め約２４．１haを、防災
拠点機能を備えた総合公園として位置
づけ、市が整備を進めます。
平常時には「総合公園」としての機能
を発揮し、震災時には「防災公園」と
しての機能を発揮できるように、各ゾ
ーンにおいて別図のような機能転換を
想定します。（�ページ参照）

主な土地利用計画案
および整備方針

②国家公務員宿舎用地…国が緑豊かな
オープンスペースを持った敷地の中に
住棟を配置します。低層部分には、例
えば店舗・飲食施設、医療・福祉施設
など市民サービスの向上に寄与する施
設の導入を図り、駐車場は住棟内に配
置するよう計画します。

⑤シンボルロード…既存道路を基地跡
地側に３０m拡幅し、５０m道路として
位置づけ、基地跡地の骨格軸として市
を象徴する緑に囲まれた道路として市
が整備を進めます。また、現道部分の
車両通行・景観形成空間に加え、拡幅
部分は歩きやすく散策・休憩できる歩
行者・自転車通行空間、祭・イベント
空間、アメニティ・親水の環境空間等
を想定します。

①業務系施設用地…税務署および税務
署西側、東側約１．８haを業務系施設用
地とします。低層部分には、例えば店
舗・飲食施設、医療・福祉施設など市
民サービスの向上に寄与する施設を配
置した業務系施設を誘導します。

■土地利用計画案
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●基地跡地整備計画に関するパブリックコメント（意見募集）を行います●

基地跡地整備計画策定委員会により取りまとめられた整備計画書が市に提出されたのを受け、市民の皆さんのご意見を
募集します。
意見募集期間／１月２１日�～２月１９日�（必着）
意見提出方法／住所、氏名および意見をご記入のうえ、郵送、ファックス、メールまたは直接提出してください。
意見を提出できる方／市内在住・在勤・在学の方、市内に事務所または事業所を有する個人および法人その他の団体
公表資料／朝霞市基地跡地整備計画書（（平成１９年１２月１１日）朝霞市基地跡地整備計画策定委員会）
資料閲覧場所／市政情報コーナー、内間木支所、各出張所、各公民館、図書館（本館・北朝霞分館）、市ホームページ
意見の公表／提出されたご意見に対して、個別に回答は行いません。また、意見の内容以外の個人情報は公表しません。
注意事項／・応募用紙の様式は問いません。・電話での受け付けはできません。・提出されたご意見は、後日、市ホーム
ページ等で公表する予定です。
提出先・問い合わせ／〒３５１―８５０１ 朝霞市本町１―１―１ 朝霞市政策企画室
�０４８―４６３―３０８９（直通） �０４８―４６７―０７７０
seisaku_kikaku@city.asaka.saitama.jp

（メールで送信の場合は添付ファイルとせず、件名を「基地跡地整備計画の意見」として送信してください。）

学びと体験の森
・武蔵野の原風景が感じられる森
林公園
・散策の森、自然観察・環境学習
の場

多目的・交流広場
・市民の交流の場（中心市街地の
にぎわいの中心となる公園）

備蓄倉庫・管理事務所
○備蓄倉庫
・消火救助用機材、非常用便所資
材、炊き出し用機材、応急生活
資材（テント等）、飲料水・医
療・毛布等の備蓄倉庫
○管理事務所
・災害時の公園や施設の運用・管
理、諸活動等の拠点として活用

憩いと学びの森
・自然環境や地域の歴史を伝える
森
・ピクニックやバーベキューなど
ができる
市民の憩
いの場

散策・マラソンコース
・記憶の道などを活用し、集会で
きる散策・マラソンコース

エントランスゲート
・公園およびシンボルロードへの
玄関口

救援・救護ゾーン
・消防・救援・医療・救護活動お
よび一時的な避難生活の支援を
行う場所
として活
用

避難・生活支援ゾーン
・避難者の収容や一時的な避難生
活を行う場所として活用

ヘリポート基地
・物資の輸送や傷病者の搬送を行
う臨時ヘリポート基地

防火樹林
・平常時は既存樹林を活用して生
態系の維持を図る空間
・震災時における避難場所への延
焼やふく射熱の遮断効果を発揮

■みどりの拠点ゾーンにおける平常時と震災時における各ゾーンの利用イメージ
震災時

写写真真おおよよびび図図ははイイメメーージジ

平常時
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自動車通行・景観形成空間
・東西の公園の緑をつなぐ並木道
の形成

歩行者・自転車の通行空間
・歩きやすい歩行空間（歩行者・
自転車通行の分離）の形成
・散策・休憩できる歩行空間整備

祭り・イベント空間
・彩夏祭の会場
・フリーマーケットやイベント、
オープンカフェ等の実施個所

アメニティ・親水の環境空間
・彫刻やパブリックアートなどの
修景施設
・休憩・滞留空間

■シンボルロードに想定される空間機能

＊写真および図はイメージ
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